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午前１０時００分 開議

○議長（小比類巻正規君） おはようござい

ます。

出席議員は定足数に達しておりますので、

会議は成立いたします。

これより、本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第４号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 議案第４２号から

日程第３ 議案第４４号まで

○議長（小比類巻正規君） 日程第１ 議案

第４２号専決処分の承認を求めることについ

て（平成２９年度三沢市一般会計補正予算

（第７号））から日程第３ 議案第４４号平

成３０年度三沢市下水道事業特別会計補正予

算（第１号）までの計３件を一括議題といた

します。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結いたします。

これより、採決します。

議案第４２号から議案第４４号までの３議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、議案第４２号専決処分の承認を求

めることについて（平成２９年度三沢市一般

会計補正予算（第７号））、承認。議案第４

３号平成３０年度三沢市一般会計補正予算

（第１号）、可決。議案第４４号平成３０年

度三沢市下水道事業特別会計補正予算（第１

号）、可決とそれぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第 ４ 議案第４５号から

日程第１２ 議案第５３号まで

○議長（小比類巻正規君） 日程第４ 議案

第４５号専決処分の承認を求めることについ

て（三沢市廃棄物減量等推進審議会条例及び

三沢市ごみ焼却施設整備運営事業者選定委員

会条例の一部を改正する条例の制定につい

て）から日程第１２ 議案第５３号三沢市水

道事業の設置等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定についてまでの計９件を一括議

題とします。

条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第４５号から議案第５３号までの９議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、議案第４５号専決処分の承認を求

めることについて（三沢市廃棄物減量等推進

審議会条例及び三沢市ごみ焼却施設整備運営

事業者選定委員会条例の一部を改正する条例

の制定について）、承認。議案第４６号専決

処分の承認を求めることについて（三沢市税

条例の一部を改正する条例の制定につい

て）、承認。議案第４７号専決処分の承認を

求めることについて（三沢市国民健康保険税

条例の一部を改正する条例の制定につい

て）、承認。議案第４８号三沢市税条例の一

部を改正する条例の制定について、可決。議

案第４９号三沢市いきいきデイセンター設置
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条例の一部を改正する条例の制定について、

可決。議案第５０号三沢キッズセンターそら

いえ条例の制定について、可決。議案第５１

号三沢市放課後児童健全育成事業の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例の制定について、可決。議案第５２

号三沢市重度心身障害者医療費助成条例の一

部を改正する条例の制定について、可決。議

案第５３号三沢市水道事業の設置等に関する

条例の一部を改正する条例の制定について、

可決とそれぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第１３ 基地対策特別委員会

中間報告

○議長（小比類巻正規君） 日程第１３ 基

地対策特別委員会中間報告を議題といたしま

す。

舩見亮悦委員長。

○１４番（舩見亮悦君） 本委員会において

審査中の事件について、会議規則第４５条第

２項の規定に基づき、中間報告をいたしま

す。

本委員会は、基地所在に起因する諸問題を

調査・解明し、基地周辺住民の民生安定と福

祉向上に資することを目的として、平成３０

年第１回定例会において設置され、去る６月

６日に、組織後、初の会議を開催いたしまし

た。

はじめに、これまでの基地対策特別委員会

が基地に起因する問題の解決のため、国等に

対し要望活動を行っていることから、前委員

会が行った三沢基地周辺対策に関する要望の

内容及びその進捗状況について執行部から説

明を受け、確認したところであります。

その結果、特定防衛施設周辺整備調整交付

金、いわゆる９条交付金の増額や生活環境施

設等の整備に係る事業の採択は図られたもの

の、第二滑走路の早期着工や地域の実情に応

じた移転措置など、まだまだ未解決の問題が

多くありました。

そこで、本委員会としては、その未解決の

問題解消のため、今年度も引き続き市当局と

ともに三沢基地周辺対策に関する要望を実施

することといたしました。

なお、今年度の要望項目につきましては、

昨年度までの実績等を踏まえ、現状に合った

文言の修正等を加え、昨年度までと同様に要

望項目を１０項目と決定するとともに、要望

先については、これまでの東北防衛局、防衛

省、総務省、県選出国会議員のほか、衆議院

安全保障委員長をはじめとする防衛関係国会

議員に対しても行うことと決定し、本定例会

終了後、できるだけ早い時期に実施すること

といたしました。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査といたします。

─────────────────

◎日程第１４ 移住・定住促進対策

特別委員会中間報告

○議長（小比類巻正規君） 日程第１４ 移

住・定住促進対策特別委員会中間報告を議題

とします。

堀光雄委員長。

○１１番（堀 光雄君） 本委員会において

審査中の事件について、三沢市議会会議規則

第４５条第２項の規定に基づき、中間報告を

いたします。

本委員会は、三沢市における空き家対策、

少子化対策、特産品開発をはじめとした町の
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魅力を高めるための各種施策を調査、審議

し、もって三沢市への移住・定住交流人口の

増加を図ることを目的に、先般、平成３０年

第１回定例会において設置され、去る６月６

日に、組織後、最初の会議を開催いたしまし

た。

当該会議では、移住・定住に関する案件と

して、移住・定住に向けた取り組みについて

と特産品開発促進事業についての計２件につ

いて、調査・検討をしたところでございま

す。

まず、移住・定住に向けた取り組みについ

てでは、執行部から、平成３０年度新たに実

施する助成事業として、資格取得支援事業助

成金、Ｕ・Ｉターン人材確保支援事業助成金

の二つの助成金について説明があり、次に、

起業家支援事業費補助金、建物リフォーム等

事業費補助金に関する実績、若年者地元定着

推進事業及び三沢市創業相談ルームなど、多

くの事業について説明がありました。

これに対し、各委員からは、移住施策につ

いて首都圏を中心に行っているが、大阪など

全国にはほかにも都市圏があるので、もっと

各地に発信してほしいという意見や、子供た

ちが一度市外、県外、国外に出て、外からの

三沢を見て、三沢への愛着、誇りを持って

帰ってきてもらえるような事業にしてほし

い。また、人口増加対策は難しいため、三沢

市独自でいいものには予算をつけ、三沢市の

色を打ち出してほしいなどの意見が出されま

した。

次に、特産品開発促進事業についてでは、

執行部から、特産品開発促進事業費補助金及

びしごとづくり支援事業費補助金について、

事業の概要とこれまでの実績とあわせ、開発

された特産品とＰＲ状況等について説明があ

りました。

この件について、各委員からは、特産品の

パンフレットの活用方法に関する意見や新た

に整備されている三沢駅を活用したＰＲを求

める意見などが出されました。

本委員会では、人口減少社会を迎え、移

住・定住の促進は非常に厳しい状況にあるた

め、今後においても三沢市における各種事業

の取り組み状況について調査、検討を行い、

三沢市への移住・定住の促進対策に取り組ん

でまいりたいと考えております。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、移住・定住促進対策特別委員

会の中間報告といたします。

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結いたします。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、移住・定住促進対策特別委員会に

ついては、引き続き閉会中の継続審査といた

します。

─────────────────

◎日程第１５ 議会改革特別委員会

中間報告

○議長（小比類巻正規君） 日程第１５ 議

会改革特別委員会中間報告を議題といたしま

す。

西村盛男委員長。

○９番（西村盛男君） 本委員会において審

査中の事件について、三沢市議会会議規則第

４５条第２項の規定に基づき、中間報告をい

たします。

本委員会は、４月２６日及び６月１１日

に、それぞれ委員会を開催いたしました。

委員会では、早急に検討すべき課題を整理

し、今後の行程を確認するとともに、本年度

４月１日から施行された三沢市議会基本条例

に関する要綱等として、三沢市議会における

議会報告会並びに意見交換会の開催要項につ

いて検討をいたしました。
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今後は、三沢市議会アドバイザーからの助

言等も踏まえながら、議会基本条例に関する

要綱等の策定作業を進めるとともに、先進自

治体の議会基本条例の運用状況や課題等を調

査し、策定後の運営方法についての検討も含

め、鋭意委員会を行ってまいりたいと考えて

おります。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、議会改革特別委員会の中間報

告といたします。

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、議会改革特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査といたします。

─────────────────

◎日程第１６ 総務文教常任委員会

所管事務調査報告

○議長（小比類巻正規君） 日程第１６ 総

務文教常任委員会所管事務調査報告を議題と

いたします。

下山光義委員長。

○４番（下山光義君） 去る４月２６日に開

催いたしました総務文教常任委員会所管事務

調査の内容について、三沢市議会会議規則第

１０３条の規定に基づき、報告申し上げま

す。

今回の委員会は、平成３０年３月３１日の

新聞報道において、三沢市市民生活部の職員

が出張旅費約３万円について、虚偽の報告を

して所得したことが明らかになったことか

ら、当該処分を契機として行った市職員に対

する服務規律徹底の措置を含めて調査をする

ため、開催したものであります。

市当局の説明によりますと、当該職員は、

平成３０年２月に、１泊２日の日程で１人で

県外出張した際の公務旅費について、外部団

体の予算から支出するべき会議であることを

知りつつ、その外部団体の予算が不足してい

たため、市の一般会計予算から旅費を支出し

会議に出席したものであり、あわせて一般会

計から旅費を支出するために、旅行命令書を

はじめとする各種文書について虚偽の文書を

作成したことから、三沢市職員懲戒分限審査

委員会において減給１０分の１、３カ月の懲

戒処分をしたとのことであります。

また、市当局では、当該処分を契機に再発

防止に向けた取り組みとして、全職員に対す

る服務規律確保の周知や服務規律に関する研

修会を実施するとともに、出張時のチェック

体制の強化にも努めていくとの説明がありま

した。

説明の後、各委員からは、外部団体におけ

る予算の執行や旅費の支出について市側が的

確に把握することが難しいことから、一般職

員に対する周知徹底はもとより、管理職職員

への指導及び管理体制の構築が必要であると

の意見や、所属の担当課だけでなく、会計課

など含めた横断的なチェック体制の構築を求

める意見がありました。

今回の服務規律違反は、市民からの信頼を

大きく損ねる結果となった事実を真摯に受け

とめ、各委員からの意見を十分に認識してい

ただき、再発防止策の徹底と地方公務員とし

ての倫理観の醸成並びに職員の綱紀粛正に努

めていただきたいと思います。

また、本委員会としても、市との信頼関係

構築のために、今後においても、調査・研究

を行い、必要に応じて意見、提言をしてまい

りたいと考えております。

以上、総務文教常任委員会の所管事務調査

報告とします。

以上です。

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。

総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第１７ 産業建設常任委員会

所管事務調査報告

○議長（小比類巻正規君） 日程第１７ 産

業建設常任委員会所管事務調査報告を議題と

いたします。

加澤明委員長。

○８番（加澤 明君） ５月２８日に開催さ

れました産業建設常任委員会の所管事務調査

について、その概要を御報告申し上げます。

今回は、農地中間管理事業について、主要

地方道三沢十和田線のアーケードについての

２項目を調査し、報告事項として三沢市木造

住宅耐震改修及び建替支援事業についてを市

当局より御報告いただきました。

まずは、農地中間管理事業についてであり

ますが、執行部によると、事業の概要として

は耕作できなくなった、または耕作されてい

ない農地の所有者から公的機関である農地中

間管理機構が農地を借り入れ、規模拡大を目

指す担い手に貸し付け、効率的な農業経営を

図るものであるとの説明がありました。ま

た、平成２６年度に事業が始まってからの田

畑の賃貸借、使用貸借の総計は約９３ヘク

タールであるとのことでした。

委員からは、事業の対象となる本市の耕作

放棄地の面積はどのくらいあるのか、また、

今後さらに事業を拡大していく上での課題を

どう捉えているかとの質問があり、市当局か

らは、三沢市全体では耕作放棄地は約６５０

ヘクタール存在しており、今後の課題として

は、担い手が長期にわたって安定した耕作が

できるように農地中間管理機構の利便性を考

慮し、当該機構を活用した形で農地の賃貸借

を行えるよう支援していきたいとの答弁があ

りました。

次に、主要地方道三沢十和田線のアーケー

ドについてでありますが、市当局の説明で

は、主要地方道三沢十和田線に設置されてい

るアーケードは設置から既に４０年が経過

し、老朽化が顕著の問題になっていることか

ら、平成２６年度に経済産業省補助事業を用

いて撤去を試みたものの、当該事業の補助金

が不採用となった経緯があるとのことであり

ました。その際、撤去について商店会との協

議を行ったところ、照明設備の漏電防止機能

により、移転時に全ての照明が消えてしまう

状況があることから、照明器具の設置につい

ては、県と並行して検討してもらいたいとの

要望がありました。平成２８年度に仮設照明

器具を新たに設置したとのことであります。

今後の方針としては、引き続き国の補助金

制度の活用の可能性を検討していきたいとの

ことであり、今年度はアーケードの現状につ

いての調査を行い、工事を実施する際の問題

点を把握するための調査業務を行うとのこと

でありました。

委員からは、アーケード調査業務について

の今後のスケジュールについての質問があ

り、市当局からは、調査期間は今年度の１１

月３０日までにとなっており、調査が完了次

第、商店会との協議をしながら課題解決に向

けて取り組みたいとの返答がありました。

次に、報告事項であります三沢市木造住宅

耐震改修及び建替支援事業についてでありま

すが、市当局からの報告によると、本事業は

昭和５６年５月３１日以前の耐震基準によっ

て建築された住宅のうち、倒壊の可能性があ

ると診断された住宅の所有者が、その住宅の

耐震改修や建てかえを希望する場合、市で費

用の一部を補助金として交付する事業である

と説明がありました。

委員からは、旧耐震基準で建築された建物

は三沢市にどのくらいあるのかとの質問があ

り、市当局からは、市内の住宅のうち旧耐震

基準で建てられたものは約７,０００棟あ

り、その中で改めて耐震診断を行い、耐震基

準不足と診断された住宅が本事業の補助金交

付対象になるとの回答がありました。
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今回の案件につきましては、当市の第１次

産業の活発化や中心市街地の活性化、三沢市

民の安心・安全の暮らしにとって極めて重要

なことであることから、今後も引き続き、そ

の動向を注視し、調査、助言を行ってまいり

たいと思います。

以上、産業建設常任委員会の所管事務調査

報告とさせていただきます。

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。

産業建設常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第１８ 民生常任委員会所管

事務調査報告

○議長（小比類巻正規君） 日程第１８ 民

生常任委員会所管事務調査報告を議題といた

します。

佐々木卓也委員長。

○３番（佐々木卓也君） 去る５月２８日に

開催いたしました民生常任委員会所管事務調

査の内容について御報告申し上げます。

今回の会議では、第２次健康みさわ２１計

画について所管事務調査を行いました。

第２次健康みさわ２１計画は、平成２６年

度を初年度とし、平成３５年度までの１０年

間を計画期間とする三沢市健康増進計画で、

１０年後の目指す姿、「すべての市民が共に

支え合い、健康で助け合うまち」を実現する

ため、１、栄養、食生活、２、身体活動、運

動、３、飲酒、４、喫煙、５、歯、口腔の健

康、６、がん、７、循環器疾患、８、糖尿

病、９、心の健康の九つの領域を定め、それ

ぞれ生活習慣改善のための市民のチャレンジ

目標や目標値を設定し、その達成のため各事

業に取り組んでいることや、今年度、本計画

の中間評価を行う予定であることなどの説明

がありました。

委員からは、がん検診の受診率が低いこと

について、ＰＥＴ－ＣＴ検診の料金を安くし

て受診者をふやすことを考えているのか、が

ん検診の無料化について、三沢ウォーキング

マップの活用について、三沢市での自殺者の

現状、相談体制について質問がありました。

がん検診の受診率については、６５歳以上

は少しずつ上がってきているが、４０代、５

０代の働き盛り世代については受診率が低く

なっていることから、そうした世代について

も受診率向上を考えていきたい。

ＰＥＴ－ＣＴ検診については、通常１回１

０万２,６００円のところ初回は５万円で受

診できるが、さらなる料金の引き下げについ

ては難しいと考えている。

がん検診の無料化については、現在６５歳

以上は無料となっており、一概に無料化とい

うことだけではなく、どうしたら受診してい

ただけるのかを前提に、がん検診以外との組

み合わせや予算の獲得も含め、がん検診の受

診率向上のため取り組んでいきたい。

三沢ウォーキングマップの活用について

は、保健協力員の方々がウォーキングマップ

を使って各町内会でウォーキングを行ってお

り、今後も連携して運動促進の取り組みを

行っていきたい。

自殺者については、上十三地区管内はふえ

ているが、三沢市は横ばいの状況であり、平

成２６年１１名、平成２７年７名、平成２８

年及び２９年は９名となっている。国の統計

では、病気、精神疾患、経済苦等が背景にあ

り、三沢市の年代別では、６５歳以上の高齢

者に加え、壮年期の３０代、４０代が増加傾

向にあることから、若いときからの自殺予防

の取り組みを行っていること。

また、相談体制については、月２回の心の

ケア相談及び電話での保健師による対応のほ

か、県で実施している２４時間電話受け付け

可能なこころの相談窓口により対応している

との説明がありました。

今回の案件につきましては、今後も引き続

きその動向を注視し、必要な調査を行い、意

見、提言をしてまいりたいと考えておりま
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す。

以上、民生常任委員会の所管事務調査報告

といたします。

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。

民生常任委員会の所管事務調査について

は、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第１９ 議員の派遣について

○議長（小比類巻正規君） 日程第１９ 議

員の派遣についてを議題といたします。

詳細につきましては、印刷してお手元に配

付したとおりです。

お諮りします。

地方自治法第１００条第１３項及び三沢市

議会会議規則第１６０条の規定により、別紙

のとおり議員を派遣することに異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、別紙のとおり議員を派遣すること

に決しました。

─────────────────

○議長（小比類巻正規君） 以上で、本定例

会に付議された事件は全て議了いたしまし

た。

─────────────────

◎市長挨拶

○議長（小比類巻正規君） ここで、市長よ

り発言の申し出がありますので、この際、発

言を許します。

市長。

○市長（種市一正君） 平成３０年三沢市議

会第２回定例会の閉会に当たり、議長のお許

しを得まして、一言御挨拶申し上げます。

今定例会は、去る６月４日に開会され、本

日まで１１日間にわたり、平成２９年度三沢

市一般会計補正予算（第７号）及び平成３０

年度三沢市一般会計補正予算（第１号）並び

に平成３０年度三沢市下水道事業特別会計補

正予算（第１号）をはじめ、行政運営上必要

な条例の制定等、１２の案件について慎重な

る御審議を賜り、それぞれ原案どおり御議

決、御承認を賜りまして、衷心より感謝申し

上げます。

御議決賜りました各議案の執行に当たりま

しては、御審議の過程におきまして議員各位

から賜りました御意見、御提言等を十分尊重

し、最善の効果をおさめるよう努力を傾注し

てまいりますので、何とぞ一層の御支援、御

協力をお願い申し上げまして、閉会の挨拶と

いたします。

大変ありがとうございました。

─────────────────

○議長（小比類巻正規君） これをもちまし

て、平成３０年三沢市議会第２回定例会を閉

会します。

午前１０時３５分 閉会
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